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1992(h4).10.20 撮影「大岩不動」 

2015(h27).5.24 撮影 丸岡町谷町 2 丁目近藤家「不動三尊」 

大
岩
不
動
三
尊
の
摸
刻
像
と
熊
野
権
現 

 

平
井 

一
雄 

 

北
陸
石
仏
の
会
第
50
回
例
会
「
旧
金
津
町
と
丸
岡
町
の
石
仏
」
に
参
加
し
た
。  

副
会
長 

滝
本
や
す
し
さ
ん
の
案
内
で
二
十
名
の
参
加
者
が
滝
本
さ
ん
作
成
の
資
料
を

も
と
に
十
一
ヶ
所
の
石
仏
群
を
観
賞
し
た
。 

詳
し
い
報
告
は
別
に
さ
れ
る
と
思
う
の
で
私
が
感
銘
し
た

丸
岡
町
谷
町
二
丁
目
の
近
藤
家
祭
祀
の
「
不
動
三
尊
」
を
報
告

す
る
。 

『
北
陸
石
仏
の
会
々
報
第
45
号
』
に
報
告
し
た
関
根
新
左
エ

門
の
控
帳
『
越
中
立
山
参
詣
記
』
の
中
に
大
岩
日
石
寺
が
記
さ

れ
て
い
る
。
写
真
と
解
読
案
を
紹
介
す
る
。 

「
右
ハ
熊
野
大
権
現
長
高
童
子
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

長
高
童
子
は
「
制
多
伽
童
子 

せ
い
た
か
童
子
」
の
当
て
字

で
あ
り
、
「
金
伽
羅
童
子 

こ
ん
が
ら
童
子
」
と
反
対
に
な
っ

て
い
る
。 

近
代
の
資
料
に
「
阿
弥
陀
如
来
」
と
さ
れ
て
い
る
弥
陀
定
印

の
仏
は
熊
野
権
現
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

熊
野
権
現
の
本
地
仏
は
阿
弥
陀
如
来
で
あ
り
、
立
山
修
験
の

不
動
明
王
信
仰
に
次
い
で
熊
野
信
仰
の
流
入
が
考
え
ら
れ
る
。 

滝
本
さ
ん
の
資
料
で
は
近
藤
家
の
先
代
が
京
都
か
ら
持
っ
て
こ
ら
れ
た
と
書
い
て
あ
る

が
、
見
学
の
途
中
で
出
て
こ
ら
れ
た
女
性
の
方
が
「
亡
く
な
っ
た
お
祖
父
さ
ま
の
目
が
不

自
由
で 

大
岩
さ
ん
の
お
不
動
様
を
摸
し
た
石
祠
を
お
祀
り
さ
れ
た
そ
う
で
す
」
と
は
な

さ
れ
た
。 

や
は
り
大
岩
不
動
の
霊
験
を
信
じ
て
大
岩
不
動
摸
刻
像
を
こ
の
丸
岡
町
に
も
作
ら
れ
た

時
代
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 
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大
岩
不
動
三
尊
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摸
刻
像 
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県
内
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狛
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鯖
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市
の
二
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『越中立山参詣記』の中に記された大岩山日石寺 

                            

[

翻
刻
文] 

 

天
保
十
一
子
年
九
月 

 

越
中
立
山
参
詣
記 

 

福
嶋
邨 関

根
氏 

   

越
中
國
新
川
郡
茗
荷
谷
村  

 
 
 
 

一 

大
岩
山
日
石
寺  

 
 
 
 
 
 
 

當
山
不
動
尊
之
義
者
行
基
菩
薩  

 
 
 
 
 
 
 

之
御
作
二
而
大
岩
二
切
付
其
岩
ニ
御
堂  

 
 
 
 

 
 
 

■
造
掛
不
動
尊
御
丈
壱
丈
六
尺  

 
 
 
 
 
 
 

右
ハ
熊
野
大
権
現
長
高
童
子(

せ
い
た
か
童
子
カ) 

 
 
 
 
 
 
 

左
ハ
行
基
菩
薩
金
加
羅
童
子(

こ
ん
が
ら
童
子
カ) 

 
 
 
 

 
 
 

五
像
共
壱
ツ
岩
也  

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

長
高
童
子 

 

立
像  

 
 
 
 
 
 
 

熊
野
権
現 

座  

 
 
 
 
 

不
動
尊 

座  

 
 
 
 
 
 
 

行
基
菩
薩 

座  

 
 
 
 

 
 
 
 

金
加
羅
童
子 

立
像 
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富山市水橋辻ケ堂 高麗社の狛犬 

富山市太田南町 刀尾神社の狛犬 

富
山
県
内
の
参
道
狛
犬
に
つ
い
て 

 

尾
田 

武
雄 

 

富
山
県
の
神
社
数
は
二
二
九
六
社
（
二
〇
〇
九
年
調
べ
）
あ
り
、
全
国
的
に
も
十
二
番

目
に
多
い
。
そ
こ
に
は
当
然
の
よ
う
に
一
対
の
狛
犬
が
い
る
。
神
社
に
よ
っ
て
は
二
対
や

三
対
が
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
県
内
の
神
社
の
参
道
に
は
狛
犬
が
総
数
二
二
九
六
対
以
上

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
石
仏
調
査
の
折
に
、
狛
犬
に
も
注
目
し
て
い
る
が
そ
の
多
く
は
、
明

治
後
期
か
ら
昭
和
初
期
に
造
立
さ
れ
た
も
の
が
大
半
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
政
府
の
国
策

に
よ
る
神
祠
の
合
祀
な
ど
の
神
社
整
理
な
ど
の
影
響
下
に
あ
る
。
合
祀
は
神
社
数
を
減
ら

し
威
厳
を
保
持
す
る
こ
と
な
ど
が
主
目
的
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
国
家
神
道
の
政
策
も
あ

っ
た
。
明
治
末
期
に
そ
れ
が
行
わ
れ
、
大
正
期
に
い
よ
い
よ
村
々
に
も
浸
透
し
て
く
る
。

そ
ん
な
中
、
参
道
狛
犬
の
造
像
も
大
正
期
に
一
気
に
増
え
る
。
ま
た
日
露
戦
争
に
勝
利
し

そ
の
記
念
に
建
立
さ
れ
る
も
の
も
多
い
。
庶
民
の
動
き
も
激
し
く
、
北
海
道
移
民
や
各
地

で
の
出
稼
ぎ
な
ど
で
成
功
し
た
里
人
の
寄
進
も
進
ん
だ
。
そ
れ
ら
の
狛
犬
は
、
地
元
の
石

工
が
精
魂
込
め
た
も
の
が
多
く
、
狛
犬
と
い
う
単
調
と
思
わ
れ
る
対
象
物
で
あ
る
が
、
よ

く
見
る
と
実
に
精
巧
で
個
性
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
で
多
く
あ
る
狛
犬
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
造
像
さ
れ
た
も
の
が
あ
ま
り
無
い

の
に
気
が
付
い
た
。
左
表
が
、
管
見
で
あ
る
が
県
内
の
江
戸
時
代
の
狛
犬
で
あ
る
。
会
員

の
皆
さ
ん
で
、
こ
の
他
に
ご
承
知
で
あ
れ
ば
ご
教
示
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

場所 神社 石工名 建之年 

富山市月岡町三丁目 月岡新神社 善名村 石工 栄蔵・六三良 文久三年亥三月 

富山市新庄町二丁目 新川神社 當所 石工 宇平 文久三年癸亥三月 

富山市水橋辻ケ堂 高麗社 高田石工 金蔵 弘化二年  七月 

富山市太田南町 刀尾神社 石屋村 石工 牧喜右ェ門 元治二年乙丑二月 

富山市中野新町二丁目 白山神社 石工富山住 見上兵ェ門 文政三庚辰八月吉日 

富山市飯野新屋 広田神社   慶応三年 

富山市西番 神明社   慶応三年八月 

富山市岩瀬白山町 諏訪社 長州赤間関 石工藤屋伊兵衛 嘉永七年 

滑川市常盤町 櫟原神社 
石工越前福井石坂町 井上市

右ェ門孝紀 
文化二年六月 
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鯖
江
市
の
二
十
五
菩
薩
石
仏 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

滝
本 

や
す
し 

 

は
じ
め
に 

 

福
井
県
鯖
江
市
指
定
文
化
財
の
石
仏
を
訪
ね
た
。
そ
の
中
に
、
二
十
五
菩
薩
の
一
部
と

思
わ
れ
る
石
仏
七
体
を
確
認
し
た
。 

 

神
明
町
二
丁
目
八
幡
神
社
境
内
の
石
仏 

 

神
明
町
二
丁
目
八
幡
神
社
の
拝
殿
右
手
の
木
造
堂
内
に
、
笏
谷
石
製
の
三
体
の
石
仏
が

納
め
ら
れ
て
い
る
。
鯖
江
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
市
の
指
定
文
化
財
と
し
て
次
の
よ
う

に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

八
幡
神
社
の
石
仏(

三
躯) 

指
定 

《市
指
定
》 

平
成
二
十
二
年
二
月
十
日 

所
在
地 

鯖
江
市
神
明
町
二
丁
目 

管
理
者 

神
明
町
二
丁
目
、
幸
町
一
・
二
丁
目
、
田
所
町 

時
代 

十
六
世
紀(

室
町
時
代
後
半) 

 
 

 

観
音
菩
薩
二
躯
、
不
動
明
王
一
躯
か
ら
な
る
石
仏
群
で
あ
る
。
八
幡
神
社
境
内
地
は
、
国
指

定
史
跡
・
兜
山
古
墳
の
指
定
地
で
あ
り
、
神
社
社
殿
お
よ
び
石
仏
は
古
墳
墳
丘
上
に
立
地
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
石
仏
は
、
古
墳
の
近
く
か
ら
出
土
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

 

板
状
の
笏
谷
石
に
像
を
中
肉
掘
り
し
て
お
り
、
三
躯
と
も
比
較
的
完
形
に
近
い
。
一
石
に
不
動

明
王
三
尊
を
彫
刻
し
て
い
る
例
は
、
県
内
で
も
数
少
な
く
貴
重
で
あ
る
。 

 

八
幡
神
社
の
三
体
の
石
仏
は
、
向
か
っ
て
左
か
ら
、
月
光
王
菩
薩
？(

立
像)

、
不
動
三

尊(

立
像)

、
白
象
王
菩
薩(

立
像)

と
思
わ
れ
る
。
二
体
の
菩
薩
は
観
音
で
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。 

 

有
定
町
二
丁
目
春
日
神
社
の
石
仏 

 

有
定
町
二
丁
目
春
日
神
社
の
本
殿
右
手
の
木
造
堂
内
に
、
笏
谷
石
製
の
九
体
の
石
仏
が

納
め
ら
れ
て
い
る
。
鯖
江
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
市
の
指
定
文
化
財
と
し
て
次
の
よ
う

に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

春
日
神
社
の
石
仏(

九
躯) 

指
定 

《市
指
定
》 

平
成
二
十
二
年
二
月
十
日 

所
在
地 

鯖
江
市
有
定
町
二
丁
目 

管
理
者 

有
定
町
一
・
二
・
三
丁
目 

時
代 

十
六
世
紀(

室
町
時
代
後
半) 

 
 

 

阿
弥
陀
、
観
音
、
聖
観
音
、
千
手
観
音
か
ら
な
る
石
仏
群
で
あ
り
、
石
橋
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
た
と
の
伝
承
が
あ
る
。 

石
仏
は
笏
谷
石
製
で
、
舟
形
光
背.

に
像
を
中
肉
彫
り
で
成
形
し
て
い
る
。
一
ヶ
所
に
九
躯
も
の

ま
と
ま
っ
た
石
仏
が
確
認
さ
れ
た
例
は
少
な
く
貴
重
で
あ
る
。 

 

春
日
神
社
の
九
体
の
石
仏
は
、
向
か
っ
て
左
か
ら
、
法
自
在
王
菩
薩(

立
像)

、
准
胝
観

音(

座
像)

、
大
威
徳
王
菩
薩
？(

立
像) 

、
阿
弥
陀
如
来(

座
像) 

、
三
昧
王
菩
薩(

立
像) 

、

定
自
在
王
菩
薩(

立
像) 

、
千
手
観
音(

立
像) 

、
尊
名
不
明(

座
像) 

、
金
蔵
菩
薩(

立
像)

と
思
わ
れ
る
。
鯖
江
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
述
さ
れ
て
い
る
聖
観
音
は
確
認
で
き
な
い
。 

 

来
迎
二
十
五
菩
薩 

二
十
五
菩
薩
と
は
、
臨
終
の
際
に
阿
弥
陀
如
来
と
共
に
極
楽
浄
土
か
ら
迎
え
に
来
る
、

観
世
音
菩
薩
、
薬
王
菩
薩
、
大
勢
至
菩
薩
、
薬
上
菩
薩
、
普
賢
菩
薩
、
陀
羅
尼
菩
薩
、
法

自
在
王
菩
薩
、
白
象
王
菩
薩
、
虚
空
蔵
菩
薩
、
徳
蔵
菩
薩
、
宝
蔵
菩
薩
、
金
蔵
菩
薩
、
光

明
王
菩
薩
、
山
海
恵
菩
薩
、
金
剛
蔵
菩
薩
、
華
厳
菩
薩
、
日
光
王
菩
薩
、
衆
宝
王
菩
薩
、

月
光
王
菩
薩
、
三
昧
王
菩
薩
、
獅
子
吼
菩
薩
、
大
威
徳
菩
薩
、
定
自
在
王
菩
薩
、
大
自
在

王
菩
薩
、
無
辺
身
菩
薩
の
二
十
五
体
の
菩
薩
で
あ
る
。
二
十
五
菩
薩
は
出
典
に
よ
り
持
物

等
が
異
な
る
の
で
、
尊
名
の
判
断
に
は
注
意
を
要
す
る
。 

 

二
十
五
菩
薩
石
仏 

神
明
町
二
丁
目
八
幡
神
社
お
よ
び
有
定
町
二
丁
目
春
日
神
社
の
、
月
光
王
菩
薩
？
、
白

象
王
菩
薩
、
法
自
在
王
菩
薩
、
大
威
徳
王
菩
薩
？
、
三
昧
王
菩
薩
、
定
自
在
王
菩
薩
、
金
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月光王菩薩？ 白象王菩薩 

法自在王菩薩 大威徳王菩薩？ 

三昧王菩薩 定自在王菩薩 金蔵菩薩 

蔵
菩
薩
の
七
体
は
二
十
五
菩
薩
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
当
初
は
二
十
五
体
が
作
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
の
廃
仏
毀
釈
の
際
に
壊
さ
れ
、
土
中
に
埋
め
ら

れ
、
後
に
出
土
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
他
所
に
も
残
り
の
菩
薩
像
が
、
何
体
か
保
存
さ
れ

て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

滋
賀
県
大
津
市
坂
本
の
西
教
寺
の
笏
谷
石
製
の
二
十
五
菩
薩
と
手
法
が
良
く
似
て
お
り
、

同
時
期(

十
六
世
紀
後
半)

の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
二
十
五
体
全
て
が
揃
っ
て
い
た
な
ら
ば
、

同
様
の
素
晴
ら
し
い
石
仏
群
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
春
日
神
社
の
阿
弥
陀
如
来
座
像
が
中
尊

で
あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 
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第
49
回
例
会
報
告  -

石
仏
め
ぐ
り
に
初
参
加
し
て-

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
田 

美
也
子 

 

「何
事
の 
お
は
し
ま
す
を
ば 

し
ら
ね
ど
も 

か
た
じ
け
な
さ
に 

涙
こ
ぼ
る
る
」 

 

集
合
場
所
に
向
か
う
車
中
で
聞
い
た
番
組
の
最
後
で
、
万
葉
集
の
先
生
が
引
き
合
い
に

出
さ
れ
た
こ
の
西
行
の
和
歌
を 

帰
り
の
車
中
で
フ
ッ
と
思
い
出
し
ま
し
た
。 

番
組
内
で
は
た
し
か
、
ど
ん
な
神
様
が
い
て
、
ど
ん
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
判

ら
な
い
け
れ
ど
、
あ
り
が
た
さ
に
涙
が
こ
ぼ
れ
て
し
よ
う
が
な
い
。 

そ
れ
は
恩
を
感
じ
て
生
き
る
っ
て
い
う
こ
と
が
一
番
大
切
な
こ
と
。
神
様
の
名
前
や
仏
様

の
名
前
も
よ
く
判
ら
な
い
け
れ
ど 

、
し
か
し
恩
を
感
じ
て
い
れ
ば
良
い
。
そ
れ
が
日
本

の
信
仰
風
土
で
は
な
い
か
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う
に
聞
こ
え
ま
し
た
。 

初
参
加
の
私
は
、
今
日
た
く
さ
ん
の
石
仏
や
石
造
物
を
巡
ら
せ
て
戴
き
ま
し
た
。 

古
代
の
横
穴
古
墳
か
ら
近
代
の
墓
地
ま
で
、
立
派
で
巨
大
な
も
の
か
ら
か
ら
忘
れ
ら
れ
傷

ん
だ
石
仏
ま
で
、
大
名
の
菩
提
寺
か
ら
村
の
鎮
守
・
個
人
の
屋
敷
神
ま
で
と
そ
れ
は
さ
ま

ざ
ま
で
し
た
が
、
等
し
く
祈
り
の
心
を
感
じ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。 

作
っ
た
人
、
守
り
続
け
て
い
る
方
々
の
温
か
い
お
心
を
感
じ
、
そ
れ
ら
を
教
え
て
く
だ

さ
る
得
難
い
皆
様
に
出
会
え
た
こ
と
も
あ
り
が
た
く
思
い
ま
し
た
。 

帰
り
の
車
の
中
で 

番
組
中
に
上
野
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
は 

「
こ
う
い
う

事
か
し
ら
」
と
思
い
起
こ
し
、
改
め
て
今
日
の
ご
恩
と
ご
縁
に
感
謝
し
た
の
で
す
。 

帰
宅
し
て
か
ら 

楽
し
く
眺
め
た
写
真
の
数
々 

見
上
げ
ん
ば
か
り
の
多
宝
塔
に
刻
ま
れ
た
石
工
の
遊
び
心 

郷
土
歴
史
資
料
館
で
見
た
狛
犬
た
ち 

椚
古
墳
は
ど
な
た
が
眠
っ
て
い
ら
し
た
の
で
し
ょ
う 

田
畑
を
や
さ
し
く
見
守
る
、
美
し
い
善
光
寺
式
阿
弥
陀
三
尊 

白
山
妙
理
権
現
は
気
品
高
い
お
姿
、 

本
多
・
有
馬 

両
大
名
家
の
豪
壮
な
歴
代
墓
標
。 

 

至
る
所
で
笏
谷
石
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
、
こ
の
里
の
歴
史
と
豊
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

重
要
文
化
財
丸
岡
城
の
屋
根
に
も
使
わ
れ
て
い
る
笏
谷
石
は
こ
の
地
の
特
産
。 

き
め
細
や
か
で
、
や
や
青
み
を
帯
び
た
色
合
い
の
良
さ
と 

細
工
が
し
や
す
い
と
い
う

持
ち
味
が 

い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ 

ス
ッ
カ
リ
魅
了
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

笠
間
神
社
の
六
十
六
部
の
傷
ん
だ
石
仏
は
お
気
の
毒
。 

大
事
に
拝
ま
れ
て
い
た
頃
を

そ
っ
と
想
像
し
ま
し
た
。
今
は
と
て
も
痛
々
し
い
け
れ
ど
、
そ
こ
に
集
め
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
が
い
ら
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
。 

珍
し
い
狛
犬
た
ち
も
印
象
的
。「
コ
マ
ち
ゃ
ん
」
と
声
を
掛
け
た
く
な
る
ほ
ど
愛
ら
し
い

も
の
か
ら
、
子
供
を
抱
い
た
獅
子
、
玉
を
咥
え
た
も
の
。
髪
型
も
オ
カ
ッ
パ
か
ら
巻
き
毛

ま
で
い
ろ
い
ろ
。
狛
犬
が
と
っ
て
も
好
き
に
な
り
ま
し
た
。 

弁
財
天
宮
で 

弁
「
才
」
は
才
能
、
弁
「
財
」
は
財
宝
を
与
え
て
く
れ
る
。
で
も
「
弁
」

は
弁
え
る
。
つ
ま
り
「
分
」
を
弁
え
る
こ
と
が
大
事
と
教
え
て
戴
い
た
こ
と
も
心
に
残
り

ま
し
た
。 

最
後
に
お
訪
ね
し
た
近
藤
家
の
玄
関
先
の
石
祠
で
は
、
奥
様
が 

お
参
り
へ
の
感
謝
と

由
来
に
つ
い
て
お
話
し
下
さ
い
ま
し
た
。 

亡
く
な
っ
た
お
祖
父
さ
ま
の
目
が
不
自
由
で 

大
岩
さ
ん
の
お
不
動
様
を
摸
し
た
石
祠

を
お
祀
り
さ
れ
た
そ
う
。
先
頃
、
大
岩
の
お
不
動
様
の
厳
石
を
廻
り
出
る
「
藤
水
」
は
、

ホ
ウ
酸
分
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
目
の
病
気
に
効
く
と
昔
か
ら
多
く
の
参
詣
者
が
通
わ
れ
、

加
賀
藩
に
は
名
医
が
多
い
け
れ
ど
眼
科
医
は
い
ら
な
い
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
た
と
い
う
話

を
聞
い
た
ば
か
り
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
お
話
に
頷
き
な
が
ら
、

今
も
大
事
に
さ
れ
て
い
る
様
子
に
温
か
い
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。 

麦
秋
の
旧
金
津
町
と
丸
岡
町
を
め
ぐ
る
和
気
あ
い
あ
い
の
バ
ス 

見
る
も
の 

聞
く
も
の 

す
べ
て
が
新
鮮
。
石
仏
の
里
も 

石
仏
を
愛
す
る
人
た
ち
も 

み
ん
な
心
優
し
く
爽
や
か
で
、
楽
し
く
学
べ
て
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
ど
う
ぞ 

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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坂井市丸岡町笹岡の笠間神社にて記念撮影 

 

 

子
を
抱
い
た
獅
子 

 
 

 
 

 
 

 

可
愛
い
コ
マ
ち
ゃ
ん
た
ち
の 

 
 

 

屋
敷
神
の
祠
で
も 

コ
マ
ち
ゃ
ん
が 

親
子
っ
て
い
い
で
す
ね
え 

 
 

 
 

多
い
こ
と
。
至
る
と
こ
ろ
で 

 

木
漏
れ
日
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

お
見
か
け
し
ま
し
た
。  

 
 

胸
キ
ュ
ン
で
す
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

左
手
に
斧
を
持
つ 
 

 
 

 
 

 
 

 

古
墳
の
奥
壁
の
梵
字 

 
 

 
 

 
 

蓮
の
花
の
間
に
お
坊
様
、 

牛
頭
天
王
は 

左
利
き
？ 

 
 

 
 

私
に
も
写
せ
ま
し
た 

 
 

 
 

 

龍
の
鬚
な
ど
の
遊
び
心
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
工
の
本
領
と
か
！ 

  

 

 

飛
天
や
蓮
の
花 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

お
墓
の
お
地
蔵
様
は 

 
 

 
 

 
 

感
謝
の
気
持
ち
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

見
事
な
お
墓
の
数
々 

 
 

 
 

 
 

小
屋
の
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

伝
わ
っ
て
く
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

豪
華
さ
に 

ウ
ッ
ト
リ
！ 

 
 

 
 

こ
の
優
し
さ
が
好
き
。  

 
 

 
 

軍
満
期
記
念
の
奉
納
灯
篭 
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北陸石仏の会 平成２７年度総会報告 2015.5.24 事務局 

 

 

 

 

  

 

平成２６年度決算 

 収入の部 

    項目 予算 決算 備考 

 前期繰越金 215,046 215,046 前年度繰越金 

 会費 105,000 87,000 29 人×3000 円 

 雑収入 24 43 貯金利子 

 合計 320,070 302,089   

 支出の部 

    項目 予算 決算 備考 

 事務費 10,000 0   

 会報費 20,000 20,000 会報 

 郵送費 10,000 0   

 会誌費 220,500 220,500   

 予備費 59,570 0   

 合計 320,070 240,500   

 302,089－240,500＝61589  次年度繰越金 61,589 円 

 

 

 

 

 

 

平成２７年度予算案 

 収入の部 

   項目 前年度決算 今年度予算 備考 

 前期繰越金 215,046 61,589   

 会費 87,000 90,000   

 雑収入 43 31 貯金利子 

 合計 302,089 151,620   

 支出の部 

    項目 前年度決算 今年度予算 備考 

 事務費 0 10,000 封筒など 

 会報費 20,000 20,000 会報・発送費 

 郵送費 0 0 切手代 

 会誌費 220,500 121,620 『北陸石仏の会研究紀要第 12 号』 

 予備費 0 0   

 合計 240,500 151,620   

 

平
成
27
年
度
事
業
計
画 

・
５
月
24
日 

第
50
回
例
会 

「
福
井
県
旧
金
津
町
と
丸
岡
町
の
石
仏
め
ぐ
り
」 

・
10
月 

 
 

第
51
回
例
会 

 

石
川
県(

詳
細
未
定)

 

・
会
報
年
２
回
発
行 

役
員
構
成 

・
顧
問 

 

北
村
一
朗 

 

福
井 

 
 

・
理
事 

 
 

酒
井
靖
春 

 
 

富
山 

・
会
長 
 

平
井
一
雄 

 

富
山 

 
 

・
理
事 

 
 

池
田
紀
子 

 
 

石
川 

・
副
会
長 

滝
本
や
す
し 

石
川 

 
 

・
監
事 

 
 

松
井
兵
英 

 
 

富
山 

・
事
務
局 

尾
田
武
雄 

 

富
山 

 
 
 

平成２７年度の会費を未納の方は、同封の振替用紙にて納めてください。年会費は３０００円です。 


